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船橋市実施計画（平成２４年度～平成２６年度）進捗状況報告について

●実施計画の目的・位置づけ
　本市は、まちづくりを総合的かつ計画的に推進するため、平成１２年に「生き生きとしたふれあいの都市・ふなばし」を目標と
した基本構想を策定しました。
　基本構想を実現するための基本的な施策を定めた前期の基本計画が平成２３年度で終了したことから、平成２４～３２年度
の後期基本計画を策定し、これに基づき市政を推進しています。
　また、実施計画は、船橋市総合計画の一部を構成するものであり、後期基本計画の「分野別計画」に沿って、３年間に取り
組む事業計画を体系的、具体的に示すなど、毎年度の予算編成及び事務事業の指針とするものです。

※この報告書は，実施計画の計画事業ごとに設定した「目標」（年度ごとの事業量や到達点）の進捗状況についてお知らせ
するものです。

※実施計画の期間は，平成２４年度から平成２６年度までの３年間ですが，今回は平成２４年度実績を踏まえて評価を行い
ました。実施計画はローリング方式により、毎年度見直しを行うことから、評価結果により、新たな事業の追加や見直しなど、
次期以降の計画に反映してまいります。

数値目標がある取り組み（数値達成率） 進捗状況
１００％以上 予定（計画）どおり進んでいる

平成２４年度計画なし等評価対象外 対象外

８０％以上１００％未満 概ね予定（計画）どおり進んでいる
６０％以上８０％未満 あまり予定（計画）どおり進んでいない
６０％未満 予定(計画）どおり進んでいない



船橋市実施計画（平成24年度～平成26年度）進捗状況報告の見方

平成24～26年度実施計画進捗管理票

【予定（計画）どおり進んでいる】

（仮称）●△センター整備事業 (●△××課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

△●△推進事業 (××課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

●●△の総合相談窓口事業 (△▲課)

千葉県合同庁舎の一部を借りて運営している保健
所、老朽化している中央保健センターなどを移転し、
これらの施設を併設した保健・医療・福祉サービスの
拠点となる複合施設を、平成２７年１０月開設を目標
に建設します。
※保健福祉センター内設置施設
保健所、中央保健センター、中部地域包括支援セン
ター、夜間休日急病診療所、休日急患歯科診療所、
家庭児童相談室、こども発達相談センター、地域活動
支援センターなど

建設着手
用地買収・実施設計
完了

1-1-1-1

平成２７年１０月開
設に向けた設計・
工事の実施

用地買収・実施設計
完了

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

協議会５回、講演会１
回

○○の効果により、計画を上回り、着実
に進捗している。今後、●●事業につい
て、重複している事業を整理して、△△
△や×××に留意して事業を進めてい
く。目標については、●●の影響により、
△▲に変更を行った。

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

○○の効果により、計画を上回り、着実
に進捗している。今後、●●事業につい
ては、△△△や×××に留意して事業を
進めていく。

変更なし 変更なし建設２年目

12 回12 回 講演会１回

●●△××●●△××●●△××●●
△××●●△××●●△××●●△×
×●●△××●●△××●●△××●
●△××●●△××●●△××●●△
××●●△××●●△××●●△××
●●△××●●△××●●△××●●
△××●●△××●●△××●●△×
×●●△××●●△××●●△××●
●△××

10,000 －

1-1-1-1

相談件数 2,000 件 965

高齢者、障害者、児童など、さまざまな要因が重複し
た相談にワンストップで対応するため、保健・福祉の
横断的な総合相談窓口を設置します。

件 8,000 件 － 件

住み慣れた地域で必要な医療・介護サービスを継続
的・一体的に受けられる「地域包括ケアシステム」実
現のために、地域在宅医療推進連絡協議会を立ち上
げ、船橋市における在宅医療体制の構築方針を決定
します。また、医療機関関係者向けのセミナー、講演
会などの広報活動を行い、在宅医療の必要性などを
啓発します。

1-1-1-1

地域在宅医療推
進連絡協議会・講
演会開催数

（（仮称）船橋在宅
医療ひまわりネッ
トワークによる地
区研究会・セミ
ナーの開催回数）

協議会５回、講演会１
回

協議会８回、講演会１
回

24-26年度実施計画の「計画」内容に変更が

ある場合は、25-27年度実施計画から抜粋し

ています。変更がない場合は、「変更なし」と

記載しています。

24-26年度実施計画書の「後期

基本計画上の体系」、「事業

名」、「担当課名」、「事業概

要」を抜粋しています。

24-26年度実施計画書の

「目標」、「計画」を抜粋し

ています。「空欄」は、目標

を設定していない年度です。

25-27年度実施計画において「目標

値」に変更がある場合は、下段

（ ）書きにて記載しています。

24年度実績を踏まえて、評価

を行っています。また、事業

名、目標等を変更した場合に

ついては、変更理由等を記載

しています。

25-27年度実施計画において、

「計画事業」としていない場合

は、「－」を記載してあります。



平成24～26年度実施計画進捗管理表

【予定（計画）どおり進んでいる】

（仮称）保健福祉センター整備
事業

(健康政策課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

地域リハビリテーション拠点整
備事業

(ケア・リハビリ
センター)

【予定（計画）どおり進んでいる】

在宅医療体制推進事業 (健康政策課)

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

計画どおりに進捗している。
既存杭除却工事は平成25年７月に着工
し、新築本体工事等は７月に仮契約し
た。平成25年第３回議会の議決を経た後
11月に着工する予定である。

12 回

1-1-1-1

平成26年４月指
定管理者による
運営開始

（平成26年７月に
診療所、平成27
年４月に訪問看
護ステーションを
開設）

ケア・リハビリセンターが、市内の地域生活期リ
ハビリの中核施設として地域リハビリテーション
推進の一翼を担うため、地域生活期リハビリを
必要とする人を対象とした診療所と訪問看護ス
テーションを設置し、指定管理者制度により運営
します。

1-1-1-1

地域在宅医療推
進連絡協議会・
講演会開催数

（（仮称）船橋在
宅医療ひまわり
ネットワークによ
る地区研究会・
セミナーの開催
回数）

当初計画のスケジュールどおり進んでい
る。
なお、指定管理者による運営開始は平成
26年４月を予定しているが、診療所の開
設は、事業者の準備期間を要することか
ら、同年７月開設とする。

計画どおりに進捗している。
平成25年５月に、船橋在宅医療ひまわり
ネットワークを設立した。
今後は、在宅医療支援拠点の設置に向
けた協議も行い、ひまわりネットの活動を
通して、本市全域において総体的に在宅
医療を推進し、市民の生活の質の向上
に資するよう取り組んでいく。
目標は、船橋在宅医療ひまわりネット
ワークの設置に伴い、変更した。

1-1-1-1

用地買収・実施設計
完了

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

建設着手 変更なし 建設２年目 変更なし

駐車場借上、実施
設計完了

指定管理者選定、
改修工事完了

変更なし
指定管理者による
運営開始

診療所の開設

協議会５回、講演会
１回

千葉県合同庁舎の一部を借りて運営している保
健所、老朽化している中央保健センターなどを
移転し、これらの施設を併設した保健・医療・福
祉サービスの拠点となる複合施設を、平成27年
10月開設を目標に建設します。
※保健福祉センター内設置施設
保健所、中央保健センター、中部地域包括支援
センター、夜間休日急病診療所、休日急患歯科
診療所、家庭児童相談室、こども発達相談セン
ター、地域活動支援センターなど

協議会５回、講演会
１回

講演会１回

用地買収・実施設計
完了

駐車場借上、実施
設計完了

協議会５回、講演会
１回

平成27年10月開
設に向けた設
計・工事の実施

12 回
住み慣れた地域で必要な医療・介護サービスを
継続的・一体的に受けられる「地域包括ケアシス
テム」実現のために、地域在宅医療推進連絡協
議会を立ち上げ、船橋市における在宅医療体制
の構築方針を決定します。また、医療機関関係
者向けのセミナー、講演会などの広報活動を行
い、在宅医療の必要性などを啓発します。

1



平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定(計画）どおり進んでいない】

保健と福祉の総合相談窓口事
業

(地域福祉課)

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

市立医療センター運営事業[企
業会計]

(医療センター)

【予定（計画）どおり進んでいる】

市立医療センター施設等整備
事業[企業会計]

(医療センター)

件

非常用自家発電設
備改修等工事完了

新入院患者数 11,800 人

予定している施
設改修、システ
ム・医療機器の
導入・更新完了

市立医療センターの医療機能の充実と経営の
安定化を図るため、建物・設備の改修、医療機
器の新規購入・更新、病院情報システムの更新
を計画的に行います。

1-1-1-2,1-1-1-3

高齢者、障害者、児童など、さまざまな要因が重
複した相談にワンストップで対応するため、保
健・福祉の横断的な総合相談窓口を設置しま
す。

件 8,000

変更なし

変更なし

10,000

1-1-1-1

相談件数 2,000 件 965

市立医療センターが地域の中核病院としての役
割を担うために、「船橋市立医療センター中期経
営計画」において目標として掲げる安定的な経
営の確保、地域医療における連携強化、診療機
能の充実、サービスの向上と市民の理解、教
育・研修等の充実を推進し、経営の健全化を図
ります。

変更なし 12,000 人

1-1-1-2,1-1-1-3

件

人11,900

非常用自家発電設
備改修等工事完了

電子カルテの導入・
本稼働開始

電子カルテ本稼働
開始

A館設備改修工事
完了

11,668 人

平成24年度の相談件数は近隣市等の実
績を参考に設定したが、実績は想定より
少なかった。今後とも、庁内や地域等へ
の事業の周知活動を積極的に実施す
る。なお、相談対象は現役世代が中心と
なり、当初の想定どおりとなった。

平成24年度は目標達成には至らなかっ
たが、平成23年度と比較し249人の増と
なった。さらに、連携医数の増、病院や診
療所への訪問活動等を行い、地域医療
連携の充実を図る。

平成24年度は災害拠点病院として必要
な非常用電源、３日分備蓄可能な燃料タ
ンクを整備した。

－ －
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

健康危機対応に備えた業務継
続計画(BCP)策定事業

(健康政策課
保健所総務課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

子ども医療費助成事業 (児童家庭課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

放課後ルーム整備事業 (児童育成課)

継続

見直しの適宜実施

5カ所 1 施設 2

８月診療分から実施

2

1-2-2-1

市内の全54小学校（分割運営を含め74施設）に
開設していますが、地域によって待機児童が発
生している状況です。待機児童の発生が見込ま
れる放課後ルームに施設の増設等整備を行い
ます。

保健所の業務継続
計画（案）を作成
行政管理課、危機
管理課、健康政策
課と市の業務継続
計画について協議

12月診療分から中
学生の入院医療費
の助成を実施

1-1-2-4

平成25年度中に
業務継続計画策
定

（実行性のある
業務継続計画の
策定及び推進）

新たな感染症の発生等に備えて、健康危機管理
業務と一般業務の継続に必要な人員を確保す
るための業務継続計画（BCP）を策定し、一定の
市民サービスが提供し続けられるよう努めます。

※検討結果を受
けた制度の見直
しを実施
（通院助成対象
を中学校３年生
まで拡大）

保護者の経済的な負担軽減と子どもの保健向
上のために、子どもの保険診療自己負担金を助
成します。
（現行制度：小学校６年生までの入院・通院を対
象に助成）

1-2-2-2

増設施設数

（待機児童の発
生が見込まれる
放課後ルームの
施設整備数）

2 カ所 2 カ所 カ所

保健所の事務事業の把握と業務の選定
を調査し、保健所の業務継続計画（案）を
作成した。その後、事務事業の項目と人
工の算定方法について再検討することに
なった。今後、庁内関係課と連携を図り
ながら市の業務継続計画を策定する。

千葉県の動向を踏まえ、助成対象の拡
大を検討した結果、平成24年12月診療
分から中学生の入院医療費助成を開始
し、併せて全助成対象者へ受給券による
助成方法を導入した。
平成25年８月診療分から中学生の通院
医療費助成を開始し、子ども医療費自己
負担金の見直し（200円から300円へ）を
行った。

予定していた２施設（坪井第２・若松第２
放課後ルーム）の整備を完了した。１カ所
で複数施設を整備する放課後ルームも
あることから、単位を「カ所」から「施設」
に変更した。

施設

保健所の業務継続
計画策定

関係部局の業務継
続計画策定

業務継続計画の完
成

検討結果を受けた
制度の見直しを実
施

3



平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【あまり予定（計画）どおり進んでいない】

保育所整備事業
(保育施設整備
課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

認証保育所事業 (保育課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

保育所耐震整備事業
(保育施設整備
課)

変更なし

変更なし 変更なし

50

1-2-2-3

新設整備・改修
工事への補助に
よる定員増加分

230 人分 140 人分保育所用地の確保や施設整備に係る経費等に
補助を行うことによって、民間認可保育所の新
設整備を促進します。また、既存民間認可保育
所の定員増のための改修工事についても補助
を行い、待機児童の解消を目指します。

230 人分

6026 人

460 人分 250 人分

一定の基準を満たす認可外保育施設を認証保
育所として認定し、その運営費の一部を補助す
ることにより、保育施設や職員配置などの保育
環境の向上を図ります。

1-2-2-3

整備（設計）着手
園数

3 園 3 園

50 人

耐震診断の結果にもとづき、平成27年度までに
公立保育所の耐震補強工事及び建て替え工事
を実施します。建て替える際は、定員増による待
機児童の解消を目指します。

2 園 5 園

1-2-2-3

認証保育所の認
定定員増

(定員増加人数)

40 人 183 人

24年度は予定していた整備のうち１件に
ついて、法人の計画の取り下げがあった
が、新設１か所、増改築による定員増３
か所により、計140人分の実績となった。
25年度は市内２か所の市有地を有償で
貸出し、民間保育所を設置運営させる整
備を進めているほか、２カ所で整備が進
められており、待機児童解消に向けて計
画を上方修正した。
26年度は２か所250人分の整備を予定し
ている。

当初２施設と予定していた認証保育所数
が７施設となり定員増加目標は達成し
た。今後は、認可保育所の整備量、今後
の本市の子ども子育て支援計画及び保
育の質の兼ね合いを見て検討を進める。

24年度は、二和保育園の建て替えが完
了し、中央・三山・湊町・習志野台第一保
育園の建て替え工事、高根保育園の耐
震補強工事に着手した。また若葉保育園
の新園舎設計及び浜町・習志野台第二
保育園の耐震補強設計を行った。25年
度は、引き続きこれらの園の工事を行う
ほか、小室・宮本第一保育園の耐震補強
設計を行う。また、26年度以降の整備に
向けて、緑台・宮本第二・海神第一保育
園等の整備手法、用地等の検討を行っ
ていく。

人人
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

児童発達支援センター整備事
業

(療育支援課)

【対象外】

母子生活支援施設整備事業 (児童家庭課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

障害者（児）総合相談支援事業 (障害福祉課)

用地取得、事業者
選定完了

用地取得完了・実施
設計完了

工事着工

施設整備工事完了

1-2-2-4

平成27年４月開
設に向けた取り
組みの実施

南本町にあるさざんか学園を、行田の国家公務
員船橋体育センター跡地に、児童発達支援セン
ターの設備基準を満たす施設として建て替えま
す。整備に際しては、民間事業者による建設、運
営を行う民設民営方式を採用します。

事業者選定開始 事業者選定完了

1-2-2-5

平成28年度開設
に向けた取り組
みの実施

（平成28年４月
開設に向けた取
り組みの実施）

老朽化が進んだ夏見母子ホームに代わる新た
な母子生活支援施設を行田の国家公務員船橋
体育センター跡地に整備します。また、子育て中
の保護者が、疾病、出産、仕事等で一時的に子
どもの養育が困難になった時に、宿泊または日
帰りで子どもを預かる子育て短期支援事業を同
施設で開始します。

1-2-3-2

平成24年10月基
幹相談支援セン
ター開設

現在、身体・知的・精神障害の３障害を対象とし
た総合的な相談支援を行っている「ふらっと船
橋」を機能拡充し、相談支援の中核的な役割を
担う基幹相談支援センターとして整備します。障
害者等の相談や情報提供、助言を行うほか、市
内各所にある相談支援事業者との連絡調整や、
関係機関の連携の支援を行うなど、相談機能体
制の強化を図ります。

基幹相談支援セン
ター開設

用地取得、事業者
選定完了

用地取得、施設整
備補助金交付

平成27年４月開設に向けて、事業者等と
協議を図りながら、計画どおり進める。
整備スケジュールを精査した結果、用地
取得は25年度に前倒しした。

平成24年度は設置運営形態等について
決定し、事業の方向性を定めた。平成25
年10月には設置運営法人が決定する予
定で、その後、選定された法人において
施設設計、事前協議等を行うなど、施設
整備のスケジュールに沿って事業を進め
る。

－－
平成24年10月に基幹相談支援センター
を開設した。今後、基幹相談支援セン
ターを中核として、相談支援体制の強化
とネットワーク化を進める。

事業者選定委員会
の設置
事業者選定委員会
を２回開催

設置運営形態（民設
民営）、附帯事業
（子育て短期支援事
業等）の決定
市補助制度の創設

基幹相談支援セン
ター開設
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

障害者虐待防止対策支援事業 (障害福祉課)

【予定(計画）どおり進んでいない】

北総育成園整備事業 (障害福祉課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

生活介護事業所整備事業 (障害福祉課)

既存棟改修工事完
了

既存棟改修工事着
手

既存棟改修工事完
了

事業者選定完了
事業者による基本・
実施設計完了

用地取得、施設整
備補助金交付
事業者による施設
整備工事完了

施設整備費補助金
交付

1-2-3-2

平成24年10月障
害者虐待防止セ
ンター開設

障害者虐待防止セ
ンター開設

平成24年10月に障害者虐待防止セン
ターを開設した。今後、障害者虐待防止
センターを中心に虐待案件に対応してい
くとともに、虐待防止のためのネットワー
クの構築を進める。

－ －障害者虐待防止法にもとづき平成24年10月から
設置することが義務化される障害者虐待防止セ
ンターを業務委託により設置します。虐待の通
報窓口や虐待に関する相談、啓発活動等を行う
ことにより、障害者の権利擁護体制の強化を図
ります。

事業者選定開始

1-2-3-3

平成25年３月新
棟建設工事完
了、平成26年３
月既存棟改修工
事完了

（平成26年度中
の既存棟改修工
事完了）

昭和49年の開園から38年が経過し、建物の老朽
化と入所者の高齢化に伴う障害の重度化が進
んでいる北総育成園で、施設環境の充実を図る
ため、バリアフリー対応の新棟を建設するほか、
既存棟の改修や耐震補強工事を行います。

新棟竣工、既存棟
実施設計完了

事業者選定開始

新棟竣工、既存棟
実施設計（繰越）

用地取得、事業者
選定完了

平成27年４月の開設に向けて、計画どお
り進捗している。
整備スケジュールを精査した結果、用地
取得は25年度に前倒しした。

1-2-3-3

平成27年４月開
設に向けた取り
組みの実施

身体障害者福祉作業所太陽が、定員に余裕が
なく新規利用者の受け入れが今後難しくなると
見込まれています。新たな受け入れ先となる、
重度の身体障害者のための通所による生活介
護事業所を、行田の国家公務員船橋体育セン
ター跡地に民設民営方式により設置します。

平成24年度中に既存棟の実施設計を完
了できず、平成25年度に繰り越した。設
計完了後に工事着手する。

障害者虐待防止セ
ンター開設
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

地域包括支援センター委託運
営事業
[特別会計]

(包括支援課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

高齢者福祉施設整備費補助事
業

(高齢者福祉課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

介護保険料コンビニ収納導入
事業[特別会計]

(介護保険課)

件

4

32,100 件

変更なし 変更なし

システム改修完了

0 床

3 施設

63 床

4 施設

変更なし

1-3-1-1

コンビニエンスス
トアでの収納件
数

269 床 422 床 160 床

普通徴収対象の第１号被保険者（65歳以上）の
利便性と収納率向上のため、介護保険料をコン
ビニエンスストアでも納付ができるよう、システム
等を構築します。

30,500 件 30,000

58 床

施設介護の必要がある高齢者が円滑に入所で
きるように、社会福祉法人等に対し補助を行い
施設整備を進めます。また整備にあたっては個
室ユニット化を推進し、高齢者の尊厳を守り、自
分らしく生き生きとした生活が送れる施設の実現
を目指します。（26年度末整備予定数：広域型特
別養護老人ホーム1,942床、併設ショートステイ
居室371床、小規模特別養護老人ホーム107床）

1-2-4-2

業務委託してい
る地域包括支援
センター数

（委託型の地域
包括支援セン
ター数）

3 施設

高齢者人口の増加に伴い、地域包括支援セン
ターが行う高齢者に関する総合相談やケアプラ
ン作成件数などが年々増加しています。地域包
括支援センターは現在８カ所（直営５カ所、委託
３カ所）ありますが、地域住民の心身の健康の保
持及び生活の安定のため、担当地区の細分化
をして委託運営により１施設増設し、機能の強化
を図ります。

1-2-4-3

特別養護老人
ホーム整備床数

業務を委託する事業者を平成24年10月
に決定し、平成25年４月の開設に向け約
５カ月の準備期間を確保することができ
た。
計画どおり平成25年４月１日「新高根・芝
山、高根台地域包括支援センター」を開
設し、直営５カ所、委託４カ所の９セン
ター体制を整えた。

計画どおり、24年度にシステム改修を完
了した。
25年度第１期納付書（６月発送）から、納
付書及び督促状をコンビニ支払い対応
用紙に変更し、コンビニ収納を開始した。

特別養護老人ホームの整備について
は、公募により協議優先者を選定し、ほ
ぼ計画どおりの床数で整備を進めてい
る。
なお、26年度分については特別養護老
人ホーム入所待機者のため、25年度に
前倒して整備を行う。

施設

システム改修完了
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

準用河川整備事業 (河川整備課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

都市緑地整備事業 (公園緑地課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

都市公園整備事業 (公園緑地課)

河道を拡幅して流下能力を増大させ、河川の氾
濫による被害を防御し治水安全度を向上させる
とともに、市民が親しみと安らぎを感じる多自然
川づくりを進めます。

2-1-2-1

緑地等の整備及
び用地買収箇所
数

1 カ所 1 カ所 1 カ所 0

330 ｍ 397 ｍ 770

カ所 2 カ所 3 カ所

ｍ

2 カ所

ｍ 580 ｍ 300

5 カ所 5 カ所 2 カ所

市内に残された貴重な緑を保全し、市民に散策
や森林浴など自然とふれあう場所を提供するた
め、緑地の整備を進めます。

2-1-1-2

多自然川づくり
改修延長

都市の快適性や防災機能の向上のため、身近
な公園や、レクリエーションの場となる公園を整
備します。

2-1-2-1

公園等の整備及
び用地買収箇所
数

4 カ所

計画どおり着実に進捗している。（仮称）
大穴近隣公園や運動公園プール改修等
の大規模な事業が控えていることから、
事業計画を見直し、整備を進めていく。

平成25年度事業において、 国庫補助金
が当初の要望どおり交付されない状況で
あり、今後の進捗が懸念されるが、県と
調整を図りながら27年度事業完了に向け
事業を進める。

計画どおり着実に進捗している。（仮称）
大穴近隣公園や運動公園プール改修等
の大規模な事業が控えていることから、
事業計画を見直し、整備を進めていく。

499 ｍ

5 カ所
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

運動公園整備事業
(公園緑地課
生涯スポーツ
課)

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

アンデルセン公園拡張整備事
業

(公園緑地課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

自然環境調査事業 (環境保全課)

平成31年度、都市計画決定区域（A=38.6ha)全
域の供用開始に向け、アンデルセン公園の拡張
整備を進めます。

2-1-3-1

自然環境調査の
実施

（生物多様性地
域戦略の策定）

生物多様性地域戦略を策定するため、学識経験
者を含めた委員会を組織し、検討の基礎資料と
なる動植物の生息状況を把握する自然環境調
査を実施します。

2-1-2-1

平成25年度用地
買収完了及び平
成31年度供用開
始に向けた整備

変更なし 予定整備の完了

自然環境調査基本
方針の決定

秋期調査・冬期調査
の完了

変更なし
春期調査・夏期調査
の完了

予定整備（一部繰
越）・用地買収の完
了

2-1-2-1

計画にもとづく公
園の再整備施設の老朽化、利用者のニーズの多様化などに

より、魅力の低下を招いているため、市民の要
望を取り入れながら老朽化した公園のリニュー
アルを図り、魅力ある公園として再生していきま
す。

概ね計画どおりに進捗しているが、委託
先で工事契約手続きに時間を要し、整備
が遅れた。31年度の拡張部全域の供用
開始に向け事業を進めていく。

計画どおりに進捗している。今後はプー
ル改修（28年度開設予定）に伴い、新設
駐車場の用地確保が急務であり、状況を
見据えながら事業を進めていく。

計画どおり調査の基本方針を決定後、市
民、学識経験者を含めた委員会設置の
準備を進めた。
25年度当初、調査にあたり市民等の意
見を聴取するため、自然環境調査検討
委員会を設置した。また、自然環境調査
庁内検討会を設置し、関係課の協力を求
める体制作りを行った。
なお、28年度に生物多様性地域戦略を
策定する計画のため、目標を変更した。

予定の設計・工事の
完了

変更なし

変更なし

予定の設計・工事の
完了

予定の設計・工事の
完了

プール設計完了・体
育館工事着手

プール改修工事着
手

プール工事着手・体
育館工事完了

予定整備・用地買収
の完了

予定整備・用地買収
の完了

自然環境調査基本
方針の決定
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

ペットボトル収集事業
(クリーン推進
課)

【対象外】

蛍光管・乾電池収集事業
(クリーン推進
課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

北部清掃工場建設事業
(クリーン推進
課)

北部清掃工場隣接地に新しく清掃工場を建設し
ます。新しい清掃工場は、設計・建設から運営ま
でを民間事業者が行うＤＢＯ方式の手法を採用
します。

2-2-2-2

平成29年度稼働
に向けた取り組
みの実施

事業者選定の完了
予定の工事・調査の
完了、暫定破砕施
設移設の完了

変更なし事業者選定の完了

これまで行ってきたペットボトルの拠点回収に代
わって、平成24年10月よりごみ収集ステーション
での収集を開始します。

2-2-2-1

蛍光管と乾電池
の分別収集量

不燃ごみとして取り扱われていた蛍光管と乾電
池の分別収集を開始します。

2-2-2-1

ペットボトルの収
集量

660 トン 693.99 トン 1,490 トン 1,563 トン

蛍光管30トン、乾電
池50トン

蛍光管27.1トン、乾
電池47.3トン

－

24年度に予定通り事業者の選定を完了
した。

24年度は計画を上回り、着実に進捗して
いる。
今後も市民への周知等に留意して事業
を進めていく。

24年度は未実施のため評価なし。
25年度以降については、分別収集の周
知に努め、目標値を高めていく。

変更なし

蛍光管30トン、乾電
池50トン

予定の工事・調査の
完了

蛍光管26.9トン、乾
電池47.0トン

－
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

南部清掃工場建設事業
(クリーン推進
課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

資源リサイクル施設整備事業
(クリーン推進
課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

下水道整備事業（管渠・処理場
等の整備）[特別会計]

(下水道部)

建設完了

予定の評価の完了

建設完了

2-2-2-2

平成31年度建設
工事完了、平成
34年度解体工
事・跡地整備完
了南部清掃工場隣接地に新しく清掃工場を建設す

るため、必要な調査や手続きを行います。

旧西浦町事業所跡地に粗大ごみ、不燃ごみの
処理施設を建設します。資源リサイクル施設は、
設計・建設から運営までを民間事業者が行うＤＢ
Ｏ方式の手法を採用します。

2-2-3-1

計画にもとづく整
備の実施各処理区（西浦、高瀬、津田沼、印旛、江戸川左

岸）の管渠整備や、西浦下水処理場・高瀬下水
処理場の整備を進め、汚水処理の拡充を図りま
す。

2-2-2-2

平成25年度運営
開始

管渠・処理場の整備 管渠・処理場の整備

計画どおり建設を完了し、平成25年４月
より稼働した。

建替えに向けて、予定どおり環境影響評
価調査に着手した。

国の交付金が当初の要望より減額となっ
ているなか、さらなる効率・改善化を図り
事業を進める。

管渠・処理場の整備 変更なし 管渠・処理場の整備 変更なし

予定の評価の完了
予定の評価・調査・
計画作成の完了

変更なし
予定の評価の完
了、事業者選定また
は基本設計の完了

予定の評価の完了
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

下水道整備事業（地震・長寿命
化対策）[特別会計]

(下水道部)

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

地域防災計画改定事業 (危機管理課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

防災備蓄整備事業
(危機管理課防
災室)

新規で備蓄を整
備する施設数

13 施設 35 施設 10 施設 14 施設 10

日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす事
故発生や機能停止を未然に防止するため、ライ
フサイクルコストの最小化の観点を踏まえ、耐震
化等の機能向上も考慮した長寿命化計画を作
成し、計画的な改築を進めます。

2-3-1-2

各計画の見直し
や策定の完了

（各計画の見直
しや策定・配布
の完了）

地域防災計画の修正とあわせて、職員初動マ
ニュアルと津波避難計画の策定を行います。ま
た、津波に関する防災カルテへの追記や津波ハ
ザードマップの作成を行い、ハザードマップにつ
いては各家庭へ配布します。
策定後は、上位計画や最新の知見・指針などに
照らした見直しを適宜行っていきます。

2-2-3-1

平成26年度長寿
命化工事着手に
向けた計画策
定、設計の実施

（下水道施設の
耐震化・長寿命
化対策を図る）

予定の計画等の修
正・策定完了、津波
ハザードマップの配
布

各計画などへ国の
最新の知見・方針を
反映

施設 0 施設小・中学校等避難所予定施設の備蓄品の拡充
や更新を行うとともに、市立船橋高校や公民館
等の未整備施設への備蓄品の整備を実施しま
す。また、行田の国家公務員船橋体育センター
跡地に、物資の集積・配送拠点となる防災備蓄
倉庫を建設します。

2-3-1-2

計画どおり長寿命化計画を策定したこと
により、国の下水道長寿命化支援制度を
有効活用し長寿命化事業に交付金を導
入することが可能となった。

東日本大震災の発生を踏まえて、早急に
避難所機能の充実を図るため、備蓄整
備対象施設数を増やし、さらに計画を前
倒しして宿泊可能避難所の計35施設に
災害用備蓄品を整備した。

職員行動マニュアルについては、地域防
災計画と業務継続計画の両方と密接に
関連しているが、より関連性の高い地域
防災計画改定事業に位置付け、１年間
前倒しした。
津波ハザードマップについては、想定津
波とする予定であった内閣府による相模
トラフ地震による津波の公表が延期され
たため、25年度の作成・配布に変更し
た。併せて、災害対策基本法の改正など
に伴い、地域防災計画の見直しを25年度
以降も実施する。

長寿命化計画の完
成、予定の工事の
完了

地域防災計画の見
直し・配布完了

長寿命化計画の完
成、予定の工事の
完了

予定の設計・工事の
完了

予定の対策事業の
完了

予定の工事の完了
予定の対策事業の
完了

災害時職員行動マ
ニュアル（地震編）
の作成
防災ハザードマップ
の作成・配布完了

各計画などへ国の
最新の知見・方針を
反映

変更なし
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

防災ラジオ配布事業
(危機管理課防
災室)

【予定（計画）どおり進んでいる】

災害時における業務継続計画
（BCP）等策定事業

(危機管理課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

下水道BCPの策定[特別会計]
(下水道河川計
画課)

業務に関する調査
の完了

計画策定着手

大地震発生時に必要な応急対策業務、復旧・復
興業務のほか、継続すべき通常業務を行いなが
ら、優先度の高い業務から段階的に回復させて
いくための業務継続計画（BCP）を策定します。

2-3-1-2

平成25年度の計
画策定に向けた
取り組みの実施災害時における下水道機能の継続・早期回復の

ため、下水道に関する業務継続計画（BCP）を策
定します。

2-3-1-2

平成25年度まで
に大地震発生時
の業務継続計画
（BCP）を策定

業務に関する調査
の完了

業務継続計画の完
成

変更なし
職員行動マニュア
ルの完成

2-3-1-2

防災ラジオの配
布台数

2,500 台 2,500 台
災害時の防災情報や緊急を要する行政情報な
どを、迅速かつ的確に伝達するため、防災行政
無線からの放送を受信することができる防災ラ
ジオを町会・自治会に配布します。

見直しの適宜実施

業務に関する調査を行い、大地震発生
時に必要とされる災害時優先業務のう
ち、応急対策業務、復旧・復興業務を明
確にした。
職員行動マニュアルについては、地域防
災計画と業務継続計画の両方と密接に
関連しているが、より関連性の高い地域
防災計画改定事業へ位置づけ、１年間
前倒しした。

各町会・自治会へ、100世帯に１台を目安
に配布した。

下水道BCP策定にあたり、既存の計画
（船橋市地域防災計画・船橋市下水道総
合地震対策計画・下水道BCP策定マニュ
アル等）を反映することにより着実に進捗
している。

見直しの適宜実施

計画策定着手 計画完成 変更なし 見直し・改善の実施
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【対象外】

非常時活動拠点整備事業
（行田多目的広場整備事業）

(消防局警防課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

運動公園整備事業＜再掲＞
(公園緑地課
生涯スポーツ
課)

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

耐震診断助成事業
(公共建築物保
全課)

国より取得予定の行田の国家公務員船橋体育
センター跡地に、大規模災害時に他県からの緊
急消防援助隊を受け入れるための活動拠点（通
常時は、サッカー等ができる多目的広場として
活用）を整備します。

2-3-1-3

計画にもとづく公
園の再整備施設の老朽化、利用者のニーズの多様化などに

より、魅力の低下を招いているため、市民の要
望を取り入れながら老朽化した公園のリニュー
アルを図り、魅力ある公園として再生していきま
す。

2-3-1-2

平成28年度開設

予定の設計・工事の
完了

予定の設計・工事の
完了

プール設計完了・体
育館工事着手

プール改修工事着
手

木造住宅や分譲マンションの耐震診断に要する
経費の一部を助成することにより、地震に強い
まちづくりを進め、市民の生命及び財産の保護
を図ります。また、災害時の物資輸送に重要な
役割を果たす緊急輸送道路の通行を確保する
ため、倒壊のおそれのある沿道建築物の所有者
が実施する緊急輸送道路沿道建築物耐震診断
にかかる費用の一部を助成します。

2-3-1-3

耐震診断助成実
施件数

－

用地取得 用地取得・設計完了 設計完了

予定の設計・工事の
完了

木造住宅８7件・分
譲マンション２件・緊
急輸送道路０件

28年度開設に向け、関係各課と協議す
る。

木造住宅及び分譲マンションの耐震診断
は、パンフレットの設置及びホームペー
ジ掲載等の効果により、24年度は、助成
制度に対する市民への周知が一応完了
し制度利用者の減少を予想していたが、
それを上回る実績を得た。

計画どおりに進捗している。今後はプー
ル改修（28年度開設予定）に伴い、新設
駐車場の用地確保が急務であり、状況を
見据えながら事業を進めていく。

プール工事着手・体
育館工事完了

木造住宅６０件・分
譲マンション１件・緊
急輸送道路２件

木造住宅６０件・分
譲マンション１件・緊
急輸送道路２件

木造住宅６０件・分
譲マンション１件・緊
急輸送道路２件

－
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

橋りょう維持・耐震化事業 (道路建設課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

下水道整備事業（地震・長寿命
化対策）[特別会計]＜再掲＞

(下水道部)

【予定（計画）どおり進んでいる】

護岸改修事業 (河川整備課)

浜町護岸55ｍ

日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす事
故発生や機能停止を未然に防止するため、ライ
フサイクルコストの最小化の観点を踏まえ、耐震
化等の機能向上も考慮した長寿命化計画を作
成し、計画的な改築を進めます。

2-3-1-3

平成26年度工事
着手に向けた調
査・設計の実施

（護岸の改修延
長）

船橋市所有の護岸の老朽化が進んでいるため、
大規模な災害に備えて耐震対策を含めた改修
事業を実施します（工事総延長1,600m　10カ年
工事を想定）。

2-3-1-3

平成26年度長寿
命化工事着手に
向けた計画策
定、設計の実施

（下水道施設の
耐震化・長寿命
化対策を図る）

基礎調査・台帳作成
完了

実施設計完了 工事着手

2-3-1-3

市内重要橋りょ
うの落橋防止
（耐震化）工事完
了橋りょう数

1 橋 1 橋 1 橋 1 橋市内の重要橋りょう21橋の耐震補強工事を随時
実施していきます。また、全橋りょう233橋の長寿
命化修繕計画を平成25年度に公表し、この計画
にもとづく長寿命化修繕を平成25年度から実施
します。

1 橋

長寿命化計画の完
成、予定の工事の
完了

計画していた基本設計に加え、緊急対応
が必要となった浜町１丁目護岸の実施設
計を行った。なお、浜町護岸を２箇年で実
施するため日の出・栄水路護岸着手が
27年度以降となる見込みである。

計画どおり長寿命化計画を策定したこと
により、国の下水道長寿命化支援制度を
有効活用し長寿命化事業に交付金を導
入することが可能となった。

西船跨線橋については、平成25年度完
了の予定であったが、施工方法の変更に
伴い、工期が３か年（24年度から26年度）
に変更となった。
新港大橋については、平成25年度完了
の予定であったが、工法の見直しに伴
い、工期が３か年（25年度から27年度）に
変更となった。

日の出・栄水路護岸
調査基本設計業務
委託完了・浜町１丁
目護岸実施設計業
務委託完了・台帳作
成完了

長寿命化計画の完
成、予定の工事の
完了

予定の設計・工事の
完了

予定の対策事業の
完了

予定の工事の完了
予定の対策事業の
完了

0 橋

護岸改修工事着手：
160ｍ
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

急傾斜地崩壊対策事業 (宅地課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

準用河川整備事業＜再掲＞ (河川整備課)

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

下水道整備事業（雨水対策）
[特別会計]

(下水道部)

ｍ
河道を拡幅して流下能力を増大させ、河川の氾
濫による被害を防御し治水安全度を向上させる
とともに、市民が親しみと安らぎを感じる多自然
川づくりを進めます。

2-3-1-3

平成26年度工事
着手に向けた取
り組みの実施

（予定工事の完
了）

区域指定の完了

平成23年度に策定した雨水整備計画にもとづ
き、特に浸水被害が大きいと想定される地区に
ついて、下水道の全体計画に位置づけられた主
要な雨水管渠等を主に貯留管として先行建設す
ることで、浸水被害の軽減を図ります。

2-3-1-4

平成25年度工事
着手

実施設計完了 工事着手実施設計着手 雨水整備工事 変更なし

急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法
律にもとづき、豪雨や大地震などによる急傾斜
地の崩壊の災害から市民の生命を保護するた
め、急傾斜地の崩壊防止に必要な措置を行いま
す。

2-3-1-4

多自然川づくり
改修延長

330 ｍ 397 ｍ 770 ｍ 580 ｍ 300 ｍ

県が現地視察の上、詳細設計を１年前倒
しし、25年度から工事着手となった。
区域指定のため必要となる地権者の同
意が得られれば県で区域指定の告示を
行い工事に着手する。

国の交付金が当初の要望より減額となっ
ているなか、さらなる効率・改善化を図り
事業を進める。
平成24年度の詳細検討において、概算
事業費、整備スケジュールを具体化し、
工事着手を26年度からとした。

平成25年度事業において、 国庫補助金
が当初の要望どおり交付されない状況で
あり、今後の進捗が懸念されるが、県と
調整を図りながら27年度事業完了に向け
事業を進める。

区域指定の測量、
調書作成（県）
用地測量、地質調
査、詳細設計（県）

実施設計完了

詳細設計の完了 １期工事完了 工事着手 ２期工事完了

499
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

常備消防車両整備事業 (消防局警防課)

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

消防水利整備事業 (消防局警防課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

消防救急デジタル無線整備事
業

(消防局指令課)

消火栓の設置や耐震性貯水槽等の整備を行
い、消防水利を整備します。

2-3-3-2

平成25年度消防
救急デジタル無
線運用開始

電波法関係審査基準改正に伴い、消防・救急無
線を150MHｚ帯アナログ方式から、高度利用可
能な260MHｚ帯デジタル方式に移行するための
負担金を拠出するとともに、平成23年度補正予
算によりデジタル無線装置等の整備を行いま
す。

2-3-3-2

消防水利の整備
率

96.0 % 94.3 % 96.5 % 94.5 % 97.0 % 94.8 %

基地局設置工事完
了

2-3-3-2

常備消防車両の
整備台数

4 台 7 台 9 台 3 台

消防隊の現場活動で最大限の機能を発揮する
ことができる車両、資機材の整備を行います。

－ －
24年度は、国からの無償貸与２台（北資
機材搬送車、重機搬送車）及び寄贈車両
１台により、予定を上回った。

当初の予定どおり基地局設置工事が完
了し、消防救急デジタル無線の運用を開
始した。

24年度中は、水利のない地域に新たな
消防水利を設置した場所は７箇所にとど
まり計画を下回った。消防水利の整備が
可能な地域を精査したところ、一部地域
は市が整備することができないことが判
明したため、計画数を変更し、25年度以
降は毎年度一定数を整備する。

基地局設置工事完
了
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定(計画）どおり進んでいない】

馬込霊園整備事業 (環境衛生課)

【予定(計画）どおり進んでいない】

第２斎場整備事業 (環境衛生課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

三山団地整備事業 (住宅政策課)

建設着手 変更なし 建設完了 変更なし
解体工事・実施設計
完了

新たな形態の合葬式墓地建設を主な柱として馬
込霊園を整備します（馬込霊園第５次整備事
業）。また周辺の交通渋滞対策として、馬込霊園
に通じるアクセス道路の整備を進めます。

2-3-4-2

平成30年度供用
開始に向けた取
り組みの実施

（平成31年度供
用開始に向けた
取り組みの実
施）

四市複合事務組合の事業である第２斎場の建
設に係る経費を、四市複合事務組合規約にもと
づき、船橋市、八千代市、鎌ケ谷市、習志野市
の４市で負担します。
※四市複合事務組合との調整状況によるため、
スケジュール等の修正など適宜対応します。

2-3-4-2

平成26年度合葬
式墓地工事完了

（平成28年度に
合葬式墓地の供
用開始）

老朽化した三山団地３・４号棟を解体し、新たに
Ｂ棟の建設を行います。

解体工事・実施設計
完了

2-3-5-2

平成27年度供用
開始に向けた設
計・工事の実施

道路用地の鑑定は
25年度に実施予定

事前調査（土地境界
確認作業着手）

道路用地の鑑定

環境影響調査委託及び埋蔵文化財調査
について、24年度に実施予定であった
が、本事業着手にあたり重要な土地境界
確認を平成24年11月に優先して着手して
おり、その結果を踏まえて事業の見直し
を行ったところ、25年度に先送りすること
とした。
31年度供用開始に向けて的確に工程管
理を行い、事業推進に努める。

計画どおり既存３・４号棟の解体工事及
びB棟の実施設計が完了した。25年度に
B棟建設工事に着手し26年度完了を目指
す。

霊園整備にあたりアクセス道路の建設を
行うことが条件となっているが、道路建設
事業について通過交通の増加が予想さ
れる地元自治会から理解が得られてい
ないため、アクセス道路用地の取得に
至っていない。このため、合葬式墓地建
設にも遅れが生じている。

実施設計及び地区
外施設工事着手

基本設計・用地取得
環境影響調査・埋蔵
文化財調査

アクセス道路取得に
向けた手続きの完
了

合葬式墓地建設完
了

合葬式墓地建設着
工

事前調査等 基本設計・用地取得

合葬式墓地建設着
工
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

公営住宅管理事業 (住宅政策課)

【予定(計画）どおり進んでいない】

西図書館建替事業 (社会教育課)

【予定(計画）どおり進んでいない】

浜町公民館建替事業 (社会教育課)

3-1-1-3

平成27年度中の
開館

（平成28年中の
開館）

基本・実施設計完了 建設工事10％完了
基本・実施設計（繰
越）

建設工事0.046%完
了

30 戸

基本・実施設計完了 建設工事完了 建設工事19％完了

建設工事5％完了 建設工事75％完了 建設工事53％完了 建設工事完了・開館 変更なし

戸20 戸

東日本大震災により被災した西図書館の建て替
えを実施します。（平成27年度中の開館を予定）

3-1-1-3

平成26年度中の
開館

浜町公民館の貸与契約期間満了に伴い、近隣
地での建て替えを実施します。（平成26年度中
の開館を予定）

2-3-5-2

ＵＲ賃貸住宅借
上げ数

（ＵＲ賃貸住宅新
規借上げ戸数）

10 戸 10 戸市営住宅供給計画を見直しにより、市営住宅が
不足しているという結果を踏まえ、平成27年度ま
でに、独立行政法人都市再生機構（UR）の管理
する公的賃貸住宅を市営住宅として55戸を借上
げ、市営住宅として提供します。

27年度までの市営住宅供給戸数を110戸
として（うち、三山団地55戸）、目標を見
直した。24年度は予定戸数を借上げ、計
画どおり事業は進んでいる。

工事契約時に全体工程を精査したとこ
ろ、平成24年度の支払可能額が約
0.046％にとどまった。
また、それに伴い平成25年度以降の計
画も修正した。
平成26年５月末竣工となる全体工程自
体に変更はない。

24年度に着手した基本・実施設計におい
て、関係機関との調整に日数を要したた
め、25年度に繰越した。また、建設工事
の工程の精査により、新西図書館の開
館目標を平成28年中へ変更した。

50 戸 15
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

北部公民館建替事業 (社会教育課)

【対象外】

中央公民館耐震改修事業 (中央公民館)

【予定（計画）どおり進んでいる】

図書館サービス推進事業
(社会教育課・各
図書館)

－

－

基本・実施設計完了 建設工事10％完了
建設工事約７％完
了

3-1-1-3

図書館サービス
推進計画の事業
の進捗

予算の一元化を実
施

委託形態の決定

北部公民館の老朽化に伴い、近隣地での建て
替えを実施します。（平成27年度中の開館を予
定）

3-1-1-3

平成27年度中に
工事完了

耐震診断の結果を受け、中央公民館の耐震改
修工事を実施します。
※工事は市民文化ホールと同時期に実施しま
す。
（平成25年度以降の設計・整備費用は、平成24
年度の耐震補強設計結果により決定）

3-1-1-3

平成27年度に開
館

（平成26年度に
講堂を除き一部
開館、平成27年
度に全面開館予
定）

船橋市図書館サービス推進計画の年次計画に
沿った事業の実施により、合理的な図書館運営
による経費の節減と、図書館サービスの質の向
上を目指します。

意匠設計等完了

４館に予算措置され
ていた図書館予算
を中央図書館へ一
元化

耐震補強設計完了

基本・実施設計完了

耐震診断実施

委託業務実施の結果、評定を得た耐震
診断における補強前Is値が全て0.6以上
となり耐震補強工事は実施しないため、
本事業については24年度をもって終了と
する。

計画どおり24年度中に基本・実施設計が
完了した。休館期間を発生させずに同一
敷地内で建替える計画としたため、全体
工程が３か年となった。それに伴い、26
年度は57％完了に変更するが、講堂を
除く公民館と出張所が利用開始となる予
定である。

計画どおり予算の一元化は完了したとこ
ろであるが、今後も更なる効率化を図っ
ていく。

建設工事完了
建設工事約57％完
了

耐震改修工事１年
目

－

図書館カウンター業
務等の委託化を実
施

－
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

市民文化ホール改修事業
(市民文化ホー
ル)

【対象外】

市民文化ホール耐震改修事業
(市民文化ホー
ル)

【対象外】

総合型地域スポーツクラブ育
成事業

(生涯スポーツ
課)

耐震診断の結果を受け、市民文化ホールの耐
震改修工事を実施します。
※工事は中央公民館と同時期に実施します。
（平成25年度以降の設計・整備費用は平成24年
度の耐震補強設計結果により決定）

3-2-2-1

総合型地域ス
ポーツクラブ設
立数

（総合型地域ス
ポーツクラブ新
規設立数）

団体 1 団体身近な地域で、子どもから高齢者まで、様々なス
ポーツを愛好する人々が、それぞれの志向・レ
ベルにあわせて参加できる、地域住民により自
主的・主体的に運営されるスポーツクラブの設
立と運営を支援します。

工事完了工事完了

鑑賞環境の改善に向け、舞台照明、客席の再整
備、絨毯、壁等の改修工事を行います。

3-2-1-1

平成27年度中に
工事完了

耐震補強設計完了 意匠設計等完了耐震診断実施

3-2-1-1

平成24年度中に
工事完了

舞台照明設備改修工事、客席取替及び
じゅうたん、壁等の改修工事を完了した
ことにより、鑑賞環境の改善が図られ
た。

26年度までに、１団体の設立を目指し、
スポーツ関係団体に協力を求めている。
丸山地区に設立希望団体があり、運営
に係る方への説明会を９月中に実施する
予定である。

委託業務実施の結果、評定を得た耐震
診断における補強前Is値が全て0.6以上
となり耐震補強工事は実施しないため、
本事業については24年度をもって終了と
する。

変更なし

耐震改修工事１年
目

－ －

1 団体 0
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【対象外】

運動公園整備事業（2種公認）
(生涯スポーツ
課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

運動公園整備事業＜再掲＞
(公園緑地課
生涯スポーツ
課)

【対象外】

行田多目的広場整備事業
（非常時活動拠点整備事業）

(生涯スポーツ
課)

プール改修工事着
手

プール工事着手・体
育館工事完了

3-2-2-3

平成28年度開設
用地取得・解体造成
工事完了

用地取得・設計完了 工事着手

陸上競技場が、第２種公認陸上競技場として公
式競技ができるよう認定施設の維持及び設備、
用具の改修を実施します。
（２種公認有効期間（５年間）は、平成27年７月有
効期間終了）

3-2-2-3

計画にもとづく公
園の再整備施設の老朽化、利用者のニーズの多様化などに

より、魅力の低下を招いているため、市民の要
望を取り入れながら老朽化した公園のリニュー
アルを図り、魅力ある公園として再生していきま
す。

3-2-2-3

平成26年度第２
種陸上競技場公
認の更新

（平成27年度第
２種陸上競技場
公認の更新）

国より取得予定の行田の国家公務員船橋体育
センター跡地にサッカー等ができる多目的広場
（大規模災害時の非常時活動拠点としても活
用）を整備します。

予定の設計・工事の
完了

予定の設計・工事の
完了

予定の設計・工事の
完了

プール設計完了・体
育館工事着手

事前調査
第２種陸上競技場
公認更新

第２種陸上競技場
公認整備

第２種公認の有効期限内に施設整備、
機器修繕及び点検を完了し、公認検定に
向けて整備を進める。

28年度の開設に向け、計画どおりに進ん
でいる。
整備スケジュールを精査した結果、用地
取得は25年度に前倒しした。

計画どおりに進捗している。今後はプー
ル改修（28年度開設予定）に伴い、新設
駐車場の用地確保が急務であり、状況を
見据えながら事業を進めていく。
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

特別支援学級・通級指導教室
整備事業（小学校）

(総合教育セン
ター)

【予定（計画）どおり進んでいる】

特別支援学級・通級指導教室
整備事業（中学校）

(総合教育セン
ター)

【予定（計画）どおり進んでいる】

小学校耐震改修事業 (施設課)

3-3-2-3

改修棟数

（改修・改築済棟
数）

34 棟 34 棟 38 棟 34 棟 27 棟耐震診断の結果にもとづき、校舎及び屋内運動
場の耐震補強改修工事及び改築工事を実施し、
平成27年度中の工事完了をもって、すべての校
舎等の耐震化完了を目指します。（設計・判定委
託、工事）

3-3-2-1

特別支援学級設
置校数・通級指
導教室設置校数
の合計(通級サ
テライト教室を除
く）

2 校 2 校 2 校 1 校 2 校

3-3-2-1

特別支援学級設
置校数・通級指
導教室設置校数
の合計(通級サ
テライト教室を除
く）

2 校 2 校 2 校 2 校 1 校

特別支援教育等の必要な児童・生徒が多い地
域に、特別支援学級及び通級指導教室を開設し
ます。

変更なし

変更なし

特別支援教育等の必要な児童・生徒が多い地
域に、特別支援学級及び通級指導教室を開設し
ます。

中学校の特別支援学級の在籍数は年々
増加の傾向にあるため計画を変更した。
また、通常の学級においても特別支援教
育を必要とする生徒が増加している。今
後も生徒数の推移等を勘案して計画的
に開設していく。

35 棟

小学校における特別支援学級開設が順
調に進み、中学校における支援学級開
設を優先するため予定を変更した。今後
も児童数の推移等を勘案して計画的に
開設していく。

24年度は計画どおり事業が進捗した。25
年度以降の計画は、耐震改修対象棟の
規模が大きい施設もあり、工事規模を考
慮した工期分け等を行った影響により、
計画棟数に変更が生じている。今後も、
工事による学校に係る負担を考慮した、
補強設計を行い、27年度の事業完了を
目指す。
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

中学校耐震改修事業 (施設課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

特別支援学校耐震改修事業 (施設課)

【対象外】

市立高等学校耐震改修事業
(市立船橋高等
学校)

耐震診断の結果にもとづき、校舎及び屋内運動
場の耐震改修工事を実施し、平成27年度中の
工事完了をもって、すべての校舎の耐震化完了
を目指します。（設計・判定委託・工事）

18

3-3-2-3

改修棟数

（改修済棟数）
2 棟 変更なし

1 棟

耐震診断の結果にもとづき、校舎及び屋内運動
場の耐震補強工事及び改築工事を実施し、平成
27年度中の工事完了をもって、すべての校舎等
の耐震化完了を目指します。（設計・判定委託、
工事）

3-3-2-3

改修棟数

（改修済棟数）
2 棟 2 棟 1 棟

耐震診断の結果にもとづき、校舎及び屋内運動
場の耐震補強工事を実施し、平成27年度中の
工事完了をもって、すべての校舎等の耐震化完
了を目指します。（設計・判定委託・工事）

3-3-2-3

改修棟数

（改修・改築済棟
数）

11 棟 11 棟 19

24年度は計画どおり事業が進捗した。25
年度計画中、補強不要となった施設を減
じたため、棟数に変更が生じている。今
後も計画に基づき、27年度の事業完了を
目指す。

変更なし

変更なし20 棟

第３体育館を除く12棟の校舎及び体育館
は25年度の教室棟２棟の耐震改修工事
をもってすべてＩｓ値0.6以上となるが、第
３体育館については、建替用地の検討を
行ったのち整備を実施する。
平成26年度に計画していたＩｓ値0.6以上
0.7未満の校舎については耐震改修を実
施しないこととなった。

24年度は計画どおり事業が進捗した。今
後も計画に基づき、27年度の事業完了を
目指す。

棟

変更なし

棟

2 棟 0 棟
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

中学校空調設備設置事業 (施設課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

小学校校舎及び設備等改修事
業

(施設課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

中学校校舎及び設備等改修事
業

(施設課)

老朽化した校舎の外壁改修工事、屋上防水改
修工事及び便所改修工事を実施します。（設計・
工事）

3-3-2-3

改修校数 10 校 10 校 6 校 8 校 6 校
老朽化した校舎の外壁改修工事、屋上防水改
修工事及び便所改修工事を実施します。（設計・
工事）

3-3-2-3

改修校数 10 校 11 校 9 校 14 校 8 校 11 校

3-3-2-3

整備校数 26 校 26 校

生徒及び教職員等の健康管理のため、空調設
備を設置します。

24年度は計画どおり着実に進捗してい
る。今後、中学校校舎及び設備等改修事
業については、船橋市公共建築物短期
保全計画に基づき、また、その他の工事
との関連等に留意し、事業を進めていく。

校 9

計画を上回り、着実に進捗している。今
後、小学校校舎及び設備等改修事業に
ついては、船橋市公共建築物短期保全
計画に基づき、また、その他の工事との
関連等に留意し、事業を進めていく。

中学校全校に設置を完了した。
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

若者就労支援事業 (商工振興課)

【対象外】

姉妹都市等記念事業
(秘書課国際交
流室)

【予定（計画）どおり進んでいる】

産品ブランド推進事業 (商工振興課)

農水畜産物を使用した加工食品、工業製品等の
「船橋発」の産品をイベント等を通じてＰＲし、船
橋産品ブランドの確立を目指します。

4-1-1-1

ふなばし産品ブ
ランド認証・ＰＲ
及び朝市定期開
催

（ふなばし産品ブ
ランド認証産品
数の増加・ＰＲ及
び朝市の定期開
催）

ふなばし産品ブラン
ド認証10品、朝市開
催５回

ふなばし産品認証
ブランドＰＲ10品、朝
市開催５回

ふなばし産品ブラン
ド認証（工業製品
等）10品
ふなばし産品ブラン
ド認証品ＰＲ11品
朝市開催５回

ふなばし産品認証
ブランドＰＲ10品、朝
市開催５回

若者を取り巻く就業環境の改善を図るため、ジョ
ブカフェちばで実施する就業支援事業へ助成を
行います。また、平成24年度に若年無業者やそ
の保護者等に対してセミナーを行うとともに、若
年無業者に対するより効果的な支援につなげる
ためハローワーク等関係機関を交えて検討会を
設置します。平成24年度の協議内容をもとに、
平成25年度からの若年無業者就職支援相談窓
口設置に向けて検討を行います。

3-4-1-1

平成26年度記念
事業開催

オーデンセ市との姉妹都市提携25周年、西安市
との友好都市提携20周年を記念する事業を行い
ます。

3-3-3-4

平成25年度から
若年無業者就職
支援相談窓口設
置

（継続的に支援
した者のうち、６
か月後に就職等
進路が決定した
者の数（就職、
進学、職業訓練
受講等））

90
若年無業者支援検
討会設置

若年無業者就職支
援相談窓口設置

検討会を４回、保護
者向けセミナー３回

平成25年４月より、厚生労働省が行う地
域若者サポートステーション事業を市が
推薦する団体が受託し、「ふなばし地域
若者サポートステーション」を開設した。
これにより、相談窓口の設置にとどまら
ず、キャリア支援や高校や大学等との連
携推進、学び直し支援等を若年無業者に
対し実施する。

計画を上回り、着実に進捗している。
25年度は加工食品を10品認証予定であ
る。
26年度以降は、定期的に認証品の見直
しを行い、常に20品が認証されているよ
うにする。
ふなばし産品ブランド推進事業について
は、認証後のＰＲが特に重要であること
から、様々な媒体、イベント等によりＰＲを
行い、ブランド化を推進していく。

26年度の記念事業実施に向け姉妹・友
好都市や関係団体と協議を図りながら進
める。

記念事業開催 変更なし

ふなばし産品ブラン
ド認証品ＰＲ21品
朝市開催５回

100 人

ふなばし産品ブラン
ド認証11品、朝市開
催５回

人
若年無業者就職支
援相談窓口運営
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

農産物ブランド推進事業 (農水産課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

ふなばし三番瀬海浜公園活用
検討事業

(政策企画課・商
工振興課・環境
保全課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

新商工業振興ビジョン策定 (商工振興課)

平成23年３月の東日本大震災で被害を受けた
ふなばし三番瀬海浜公園のプール施設の復旧
を断念したため、市民が親しみながら干潟の生
物や水鳥の観察等環境学習が行えるような体
験学習の場としての活用など、今後の活用方法
について、様々な角度から検討を行い、基本構
想を策定します。（策定した基本構想をもとに、
必要な施設整備を実施）

4-1-2-1

平成26年度に新
商工業振興ビ
ジョンを策定

（平成27年度に
新商工業振興ビ
ジョンを策定）

今後の社会動向を踏まえ、商工業を中心とする
本市産業の将来方向のイメージとそれを実現す
る振興方策を明らかにした指針を策定します。

4-1-1-2

平成24年度に基
本構想策定

（平成29年度供
用開始に向けた
整備）

基本構想策定完了 業者選定

現ビジョンの施策評
価

基本構想策定完了

4-1-1-1

ブランド化の推
進や販売促進の
ために市が開催
又は参加するイ
ベントの回数

5 回 5 回 5 回
なし、にんじん、小松菜、枝豆など、有力な船橋
農産物のブランド化や認知度を高めることを目
指し、市内はもとより県内・県外に船橋産の農産
物の安心・安全をPRします。

現ビジョンの施策評
価

新ビジョン策定完
了・公表

24年度に基本構想を策定し、これに基づ
き25年度は提案競技方式にて基本・実施
設計業者を選定すべく事務を進める。

24年度に船橋にんじんが、特許庁より地
域商標登録の認可を受けた。今後は同
様に船橋のなしの地域商標登録を目指
し、船橋産農産物の安全安心をPRする。

経済センサスの最終結果が26年２月に
発表となり、その分析をした上でビジョン
を作成する必要がある。
24年度の施策評価を終え、現在、商工業
者の意見聴取を行う準備をしている最中
であり、予定は計画どおり進んでいる。

変更なし

経済センサス分析 商工業者意見聴取

５回
①北口即売会におい
て小松菜、枝豆を含む
農産物のPR
②大井競馬場におけ
る船橋にんじんのPR
③日本橋イベントス
ペースにおける船橋
のなしのPR
④なし味自慢コンテス
ト
⑤農水産祭における
船橋産農産物のPR

変更なし

経済センサス分析

基本実施設計の完
了
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

商店街活性化支援事業 (商工振興課)

【あまり予定（計画）どおり進んでいない】

新事業創出型事業 (商工振興課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

商店街活性化支援事業＜再掲
＞

(商工振興課)

商店街を消費者・地域との交流の場や新たな地
域コミュニティ創出の場とするため、商工会議
所・商業団体との連携を図りながら商店街が行
う事業に助成を行い、活性化を図ります。

4-1-3-2

空き店舗対策の
補助件数

（商店街活性化
支援事業補助金
の補助件数）

2 件 3 件 1 件 15

件 14 件
商店街を消費者・地域との交流の場や新たな地
域コミュニティ創出の場とするため、商工会議
所・商業団体との連携を図りながら商店街が行
う事業に助成を行い、活性化を図ります。

4-1-2-2

ベンチャープラ
ザ船橋の入居・
卒業企業への補
助件数

新しい分野・新しい事業への進出に取り組む中
小企業等の支援を行う「ベンチャープラザ船橋」
を卒業する企業が引き続き市内で事業を継続す
るように促すため、移転先の賃料、施設取得費
の助成を行います。また、「ベンチャープラザ船
橋」の入居企業の賃料等も助成します。

4-1-2-1

商店街活性化支
援事業補助金の
補助件数

13 件 13 件 15

入居企業補助18件
卒業企業補助１件

入居企業補助20
件、卒業企業補助５
件

24年度は、対象を商店会から一般事業
者に拡げたことにより、空き店舗対策事
業が３件増え、目標どおりの件数となっ
た。25年度は、生鮮三品事業者に対する
支援を厚くしたほか、商店会においても、
食べ歩き企画や一店逸品運動など、先
例を参考に広まりつつある。このことか
ら、今後も商店街活性化に向けたメ
ニューの需要は着実に増えていくものと
思われる。
計画変更で件数を増加させていることに
ついては、25年度の生鮮三品事業の支
援件数が予定より２件増えたことによる。

24年度は、対象を商店会から一般事業
者に拡げたことにより、空き店舗対策事
業が３件増え、目標どおりの件数となっ
た。25年度は、生鮮三品事業者に対する
支援を厚くしたほか、商店会においても、
食べ歩き企画や一店逸品運動など、先
例を参考に広まりつつある。このことか
ら、今後も商店街活性化に向けたメ
ニューの需要は着実に増えていくものと
思われる。
なお、目標及び計画変更理由について
は、商店街活性化支援事業全体を表す
指標を使うことがより適切であると考え変
更した。

開設から５年を経過し、入居企業は補助
期間対象外となっても入居を継続してお
り、入居補助は18件になるとともに、退去
に伴う卒業支援補助は１件にとどまっ
た。今後は入居者が市内移転し事業継
続できるよう退去先の斡旋等に努める。

13 件

入居企業補助21
件、卒業企業補助７
件

入居企業補助23
件、卒業企業補助
17件

－ －

16 件

件 1 件 16 件
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

卸売市場経営展望策定事業
[企業会計]

(中央卸売市場
管理課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

卸売市場施設整備事業[企業
会計]

(中央卸売市場
管理課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

若者就労支援事業＜再掲＞ (商工振興課)

4-1-3-3

平成25年度まで
に経営展望を策
定

（平成25年度ま
でに経営展望を
策定し、行動計
画の進捗状況を
管理）

流通形態の多様化などによる市場をとおさない
取引の増大等、卸売市場を取り巻く環境が厳し
い状況の中、卸売市場の位置付け、役割等を踏
まえ、今後どのような市場を目指すのかを市場
関係者と協議をしながら、市場運営の基本方針
と行動計画を内容とする経営展望を策定しま
す。

変更なし

消費者に生鮮食料品等を安定的に供給するた
め、緊急性、経営展望の策定等を踏まえ施設の
整備・改修を計画的に行います。

4-1-5-1

平成25年度から
若年無業者就職
支援相談窓口設
置

（継続的に支援
した者のうち、６
か月後に就職等
進路が決定した
者の数（就職、
進学、職業訓練
受講等））

90 人

若者を取り巻く就業環境の改善を図るため、ジョ
ブカフェちばで実施する就業支援事業へ助成を
行います。また、平成24年度に若年無業者やそ
の保護者等に対してセミナーを行うとともに、若
年無業者に対するより効果的な支援につなげる
ためハローワーク等関係機関を交えて検討会を
設置します。平成24年度の協議内容をもとに、
平成25年度からの若年無業者就職支援相談窓
口設置に向けて検討を行います。

4-1-3-3

計画にもとづく施
設整備実施

若年無業者支援検
討会設置

若年無業者就職支
援相談窓口設置

若年無業者就職支
援相談窓口運営

検討会を４回、保護
者向けセミナー３回

変更なし 24年度は計画どおり予定施設の工事を
完了した。計画的に整備を実施していく。

地方転換を決定し、市場の将来像の基
本方針としてキャッチフレーズと４つの目
標を定めた。
今後、24年度中に設定した基本方針に
基づき、場内関係者と協議を重ねながら
行動計画を設定し、経営展望を策定す
る。

100 人

予定施設設計・工事
の完了

変更なし

平成25年４月より、厚生労働省が行う地
域若者サポートステーション事業を市が
推薦する団体が受託し、「ふなばし地域
若者サポートステーション」を開設。これ
により、相談窓口の設置にとどまらず、
キャリア支援や高校や大学などとの連携
推進、学び直し支援等を若年無業者に対
し実施する。

変更なし
卸売市場基本方針
の設定

卸売市場基本方針
の設定

予定施設の工事完
了

卸売市場基本方針
にもとづく行動計画
の設定

行動計画の進捗状
況の管理

予定施設の工事完
了

予定施設の工事完
了
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

農業振興地域整備計画策定 (農水産課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

ふるさと農園整備事業 (農水産課)

【あまり予定（計画）どおり進んでいない】

消費者被害防止啓発強化事業 (消費生活課)

千葉県と協議

悪質・複雑化している消費者被害防止に向け、
若者から高齢者まで、幅広い年齢層を対象とし
た啓発を強化します。

4-3-1-1

啓発及び関係機
関との連携事業
実施回数

138 回 84 回 138 回

農業の振興を図るべき地域を明らかにし、その
土地の農業上の有効利用と農業の近代化のた
めの施策を総合的かつ計画的に推進する、農業
振興地域整備計画(前回平成９年度見直し）の
見直しを行います。

4-2-1-3

ふるさと農園区
画数

（ふるさと農園区
画数（新設））

63 区画 68 区画 70 区画 98 区画 70 区画
市内の遊休農地の解消や市民に対しレクリエー
ションの場の提供をするとともに、農業者と消費
者の交流を深め、都市型農業の保全を図りま
す。

4-2-1-2

平成24年度に農
業振興地域整備
計画策定

計画策定完了・公表
船橋市農業振興地域整備計画を策定す
るにあたり、千葉県との協議が長期化し
たため平成25年５月に完了・公表した。

出前講座の回数が前年度比60%となり、
また若年層対象の啓発が軌道に乗らず
計画値に達しなかった。

24年度に旭町にふるさと農園を開園し
た。農園の区画割を実際に行った結果、
区画数が68区画に微増した。
また、25年度に開設予定の農園は、予定
区画より広い農地が確保できたため、計
画区画数を増やしている。

変更なし

138 回変更なし 変更なし
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

総合都市交通計画の策定 (都市計画課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

鉄道駅エレベーター整備補助
事業

(都市計画課交
通政策室)

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

歩道等整備事業 (道路建設課)

5-1-1-2

歩道の延長 1,088 ｍ 1,025 ｍ 1,005 ｍ 1,445 ｍ
歩行者が安全に歩ける空間や緊急時における
避難路を確保するために、歩道整備や踏切道拡
幅整備、バスベイ整備、自転車走行空間整備、
駅前広場整備を進めます。

5-1-1-2

バリアフリー化を
実施する駅数

（バリアフリー化
を実施する駅数
（上段：段差解
消、下段：転落
防止））

4

鉄道駅のバリアフリー化を実施する鉄道事業者
に対して、国とともに事業費の補助を行い、鉄道
駅のバリアフリー化の促進を図ります。

駅

5-1-1-1

平成27年度の総
合都市交通計画
策定に向けた取
り組みの実施

（平成26年度の
総合都市交通計
画策定に向けた
取り組みの実
施）

新たな時代に対応した安全で快適な交通体系
の実現を図るため、都市計画道路の見直しも含
めた本市の道路網を体系的・効率的に整備実現
していくための道路整備のあり方や、公共交通
の利用促進等を踏まえた総合都市交通計画（取
りまとめは平成27年度予定）を策定します。

1 駅

エレベーター又はスロープ等設置による
段差解消の目標は、計画通りに進捗し、
目標35駅について32駅が完了となり、今
後も国、鉄道事業者とともにバリアフリー
化を進めていく。
また、バリアフリー新法に基づき制定さ
れた基本方針が平成23年に改正され、
ホームにおける旅客の転落防止対策の
進め方について基本的な考え方が示さ
れたため、新たに目標に追加した。

平成24年７月に千葉県より将来交通需
要推計が示されたことにより、基礎デー
タの把握が図られた。
計画策定スケジュールの見直しにより、
計画期間の短縮が図られた。

24年度は目標を若干下回った。25年度に
ついては、当初計画以上に整備出来るよ
うに予算化している。

1,000 ｍ

条件整理の実施

変更なし

　　   0 　    　 　駅

　　   3 　    　 　駅

　　   3 　    　 　駅

　　   3 　    　 　駅

4 駅 2 駅

条件整理の実施
データ解析及び現
況分析等の実施

変更なし
総合都市交通計画
の策定

変更なし
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【対象外】

景観行政推進事業 (都市計画課)

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

歩道等整備事業＜再掲＞ (道路建設課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

コミュニティ道路等整備事業 (道路建設課)

交通事故の減少のために、地域住民や警察と
連携して策定する「あんしん歩行エリア整備計画
（ゾーン30整備計画）」にもとづいた整備を進め
ます。また、歩行者が安全に歩ける空間や緊急
時における避難路を確保するために、コミュニ
ティ道路の整備を進めます。

5-3-1-1

ゾーン30の整備
箇所数

1 カ所 1 カ所 4 カ所

「船橋市景観計画」にもとづく緩やかな規制・誘
導を図るとともに、「景観重要建造物・樹木の指
定」をはじめとする各種景観施策の実施により、
良好な景観の保全と形成を図ります。

5-3-1-1

歩道の延長 1,088 ｍ 1,025 ｍ 1,005 ｍ
歩行者が安全に歩ける空間や緊急時における
避難路を確保するために、歩道整備や踏切道拡
幅整備、バスベイ整備、自転車走行空間整備、
駅前広場整備を進めます。

5-1-1-3 「船橋市景観計
画」にもとづく景
観形成重点区域
や景観重要建造
物・樹木の指
定、ガイドライン
の策定などの取
り組み件数
（「船橋市景観計
画」にもとづく景
観形成重点区域
や景観重要建造
物・樹木の指
定、ガイドライン
の策定などの取
り組み）

事業の進捗管理が把握できるよう、目標
を取組件数から取組内容に変更した。24
年度は公共サインに関するアンケートを
実施し関係92部署から回答を得られた。
今後、ガイドラインの課題等を整理し、策
定に向けて検討を進める。

24年度は目標を若干下回った。25年度に
ついては、当初計画以上に整備出来るよ
うに予算化している。

計画どおり１箇所（本中山地区）の整備
が完了した。26年度は計画の見直しによ
り目標を変更した。なお、現在、26年度整
備は、ゾーン30規制設置者である警察よ
り、２カ所で内示されている。

1 カ所変更なし

1,000 ｍ 変更なし1,445 ｍ

1 件
景観形成ガイドライ
ン（公共サイン）課
題整理

景観形成ガイドライ
ン（公共サイン）策
定

4 カ所
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【概ね予定（計画）どおり進んでいる】

歩道等整備事業＜再掲＞ (道路建設課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

自転車等駐車場整備事業 (都市整備課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

都市計画道路整備事業 (街路課)

放置自転車をなくし、駅周辺の環境改善を図る
ために駐輪場の整備を進めます。また、今後の
駐輪場整備を計画的に進めるために、主要駅に
ついての整備計画を含めた自転車等駐車対策
に関する総合計画を策定します。

5-3-1-3

都市計画道路の
整備延長

243 ｍ 457 ｍ 405 ｍ
現在整備中の路線について整備を進めるととも
に、新たに3・3・7号線（3・4・13号線～市場通
り）、3・4・25号線（ブックオフ高根木戸店付近、高
根木戸近隣公園～清水山バス停）、3・5・31号線
（京成踏切～葛飾中学校）、3・4・20号線（東図書
館西側交差点～ファミリーマート）の整備に着手
します。

5-3-1-2

駐輪場を新たに
整備（増設含む）
する箇所数

（自転車等駐車
対策に向けた、
整備計画の策
定）

1 カ所 2 カ所 1 カ所

5-3-1-2

歩道の延長 1,088 ｍ 1,025 ｍ 1,005 ｍ
歩行者が安全に歩ける空間や緊急時における
避難路を確保するために、歩道整備や踏切道拡
幅整備、バスベイ整備、自転車走行空間整備、
駅前広場整備を進めます。

24年度は目標を若干下回った。25年度に
ついては、当初計画以上に整備出来るよ
うに予算化している。

24年度は、京成本線船橋駅東側高架下
と大神宮下駅に駐輪場を整備した。
今後の駐輪場整備については自転車等
の駐車対策に関する総合計画に基づい
て進めることとしたため計画を変更した。
なお、25年度予定であった京成本線船橋
駅西側駐輪場は、千葉県と引き続き協議
を進める。

連続した区間で計画を上回り用地を取得
できたことから、道路の整備が着実に進
捗している。今後、早期の事業効果が発
現するような用地買収・道路整備を進め
ていくとともに、長期化が顕著な事業に
ついては土地収用による解決も検討して
いく。

1

397 ｍ 534 ｍ

1,445 ｍ 1,000 ｍ

変更なし

変更なし

カ所計画策定(１年目） 計画策定(２年目）
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

橋りょう維持・耐震化事業＜再
掲＞

(道路建設課)

【対象外】

橋りょう整備事業 (道路建設課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

交差点整備事業 (道路建設課)

1 橋

変更なし 変更なし0 カ所

市内の重要橋りょう21橋の耐震補強工事を随時
実施していきます。また、全橋りょう233橋の長寿
命化修繕計画を平成25年度に公表し、この計画
にもとづく長寿命化修繕を平成25年度から実施
します。

5-3-1-4

平成28年度工事
完了に向けた取
り組みの実施

阪神淡路大震災以降の橋りょう点検により、架
け替えが必要と判断されている老朽化した橋
りょうの架け替えを行います。新船橋橋について
は平成26年から28年度に架け替え工事を行い
ます。

5-3-1-4

市内重要橋りょ
うの落橋防止
（耐震化）工事完
了橋りょう数

1 橋 1 橋 1 橋

歩行者の安全確保、車両交通の円滑化、良好な
生活環境の維持を図るために、交差点の改良を
行います。

5-3-1-4

交差点改良工事
完了箇所数

1 カ所 1 カ所 1 カ所

西船跨線橋については、平成25年度完
了の予定であったが、施工方法の変更に
伴い、工期が３か年（24年度から26年度）
に変更となった。
新港大橋については、平成25年度完了
の予定であったが、工法の見直しに伴
い、工期が３か年（25年度から27年度）に
変更となった。

24年度は大宮神社交差点の整備が完了
し、計画どおり進捗している。今後も予定
どおり進めていく。

新船橋橋については、25年度に予備設
計を含む実施設計を発注し、この成果を
基に架け替え計画を実施するため、工法
等によっては工期を変更する可能性があ
る。

1 橋

実施設計完了 変更なし 工事着手 変更なし

0 橋
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

コミュニティ道路等整備事業
＜再掲＞

(道路建設課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

交通不便地域支援事業
(都市計画課交
通政策室)

【予定（計画）どおり進んでいる】

JR船橋駅南口ペデストリアン
デッキ整備事業

(都市整備課)

4 カ所

「船橋市地域公共交通活性化協議会」が主体と
なり、「船橋市地域公共交通総合連携計画」にも
とづく実証実験を実施します。計画期間が終了
する25年度以降は、実施主体は未定ですが、交
通不便地域対策として実証実験等を引き続き行
うよう検討します。

5-4-1-1

平成27年度供用
開始に向けた、
設計・工事の実
施ＪＲ船橋駅改良計画による南口駅ビル建設にあ

わせて、フェイスビルからＪＲ船橋駅へのペデス
トリアンデッキと西武百貨店を結ぶペデストリア
ンデッキを整備します。

「船橋市地域公
共交通総合連携
計画」における
重点地区に対
し、対策を実施
する地区数

（公共交通不便
地域本格運行等
の箇所数）

6 地区 6 地区 7

工事完了

8 地区地区 3

実施設計完了

カ所

5-3-1-5

ゾーン30の整備
箇所数

1 カ所 1 カ所 4 カ所 変更なし 1 カ所交通事故の減少のために、地域住民や警察と
連携して策定する「あんしん歩行エリア整備計画
（ゾーン30整備計画）」にもとづいた整備を進め
ます。また、歩行者が安全に歩ける空間や緊急
時における避難路を確保するために、コミュニ
ティ道路の整備を進めます。

3 カ所

5-3-2-1

24年度事業は協議会主体によるバス運
行が３地区とデマンド運行が４地区（八木
が谷地区が重複）計６地区において実証
実験を実施し、連携計画に基づく事業の
評価を25年度に行う。また、連携計画に
て策定した交通不便地域対策において、
重点地区以外の交通不便地域について
も対策を実施する新たな仕組みを25年度
より導入したことから、目標を本格運行
等を実施するカ所数に変更した。

計画どおり１箇所（本中山地区）の整備
が完了した。26年度は計画の見直しによ
り目標を変更した。なお、現在、26年度整
備は、ゾーン30規制設置者である警察よ
り、２カ所で内示されている。

24年度は、実施設計を完了した。
市デッキ部分の整備は、ＪＲ船橋駅改良
計画に整備時期を合わせる必要がある。
当初26年度工事予定であったが、ＪＲの
整備完了時期が27年度末となったことか
ら、市部分のデッキ整備も27年度中の整
備となり、供用開始は28年度となる。

実施設計完了
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

都市計画道路整備事業＜再掲
＞

(街路課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

飯山満地区土地区画整理事業
(飯山満土地区
画整理事務所)

【予定（計画）どおり進んでいる】

小室土地区画整理事業の促進 (都市整備課)

ｈａ

現在施行中の小室土地区画整理事業につい
て、施行する組合に対し助成を行うことにより、
事業を円滑に促進させ、健全な市街地の形成を
図ります。

組合による第１期保
留地の処分

組合による工事の
完了

変更なし

現在整備中の路線について整備を進めるととも
に、新たに3・3・7号線（3・4・13号線～市場通
り）、3・4・25号線（ブックオフ高根木戸店付近、高
根木戸近隣公園～清水山バス停）、3・5・31号線
（京成踏切～葛飾中学校）、3・4・20号線（東図書
館西側交差点～ファミリーマート）の整備に着手
します。

5-4-1-1,5-4-1-2

各年度の使用収
益開始面積

2.2 ｈａ 2.4 ｈａ 0.5 ｈａ

5-4-1-2

平成26年度事業
完了

社会情勢の変化等により事業が大幅に遅れて
いるため、当初の事業完了予定であった平成22
年度から、３年間の暫定施行期間延伸を行い、
平成25年度までの３年間において計画設計図等
の大幅な見直しを行っています。この内容にもと
づき平成25年度に第４回事業計画変更を行い、
その後、早期の事業完了を目指します。

5-4-1-1

都市計画道路の
整備延長

243 ｍ 457 ｍ 405 ｍ 397 ｍ 534 ｍ

2.5

連続した区間で計画を上回り用地を取得
できたことから、道路の整備が着実に進
捗している。今後、早期の事業効果が発
現するような用地買収・道路整備を進め
ていくとともに、長期化が顕著な事業に
ついては土地収用による解決も検討して
いく。

飯山満川、駅前交通広場等の根幹的都
市施設の整備を実施し、25年４月には駅
前交通広場を供用開始した。事業の見
直しについては、権利者の皆様のご意見
を伺うとともに、関係機関と協議しながら
見直し事業計画を策定しているところで
ある。

平成25年３月に業務代行者に対し第1期
保留地処分を行い、平成25年４月に宅地
の一部使用収益を開始した。
工事の進捗率は現在約60％の進捗であ
り、25年度に工事は完了、26年度換地処
分を行い組合を解散する予定である。

変更なし
組合による第１期保
留地の処分

変更なし

変更なし変更なし

組合による換地処
分・組合解散
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【対象外】

業務システムのオープン化事
業

(情報システム
課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

税総合システムの導入事業
(情報システム
課、税制課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

財務会計システムの導入事業
(情報システム
課、財政課)

変更なし

3 業務 2 業務

税総合システムの
開発、設計等の完
了

新システムの開発
平成25年度から
運用開始

新システムの開発
予算編成作業から
稼働

4

調達仕様書の作成
税総合システムの
調達、設計等の完
了

税総合システムの
調達

税総合システムの
開発、テスト等の実
施

情報システム最適化計画にもとづくオープン化
の一環として、新たな財務会計システムを導入し
ます。

6-4-1-1

調達仕様書の作成

業務汎用機で運用している基幹系業務について、情
報システム最適化計画にもとづいてオープン化
を図るため、要件定義、システム設計を行いま
す。また、新システムへの移行作業等を行いま
す。

6-4-1-1

平成26年度にシ
ステムのテストを
開始

（平成27年度に
システムのテスト
を開始）

情報システム最適化計画にもとづくオープン化
の一環として、汎用機で運用している基幹系業
務のうち、課税・徴収事務処理業務のシステムを
再構築し、効率的な業務を実施します。

6-4-1-1

汎用機システム
をオープン化し
た業務数（税総
合・財務会計シ
ステム以外）

2 業務

25年度以降の計画において、当初予定し
ていた業務に加え、担当課の体制が整っ
た業務の前倒しが可能となる見込みが
あることから、目標業務数の変更を行う
とともに、さらに１業務を追加し、計６業務
のシステムのオープン化を目指す。

24年度でシステム開発は完了し、26年度
予算編成事務より本稼働する。

調達仕様書を策定するにあたっては、支
援業者の支援を受けたことから、当初の
計画どおり、着実に進捗させることが出
来た。
目標についてはデータ移行のための作
業内容やシステム稼働のタイミングを鑑
みた結果、変更を行った。
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

業務継続計画（BCP）の策定支
援事業

(行政管理課)

【予定(計画）どおり進んでいない】

新たな勤務評定制度の導入事
業

(職員課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

財務会計システムの導入事業
＜再掲＞

(財政課、政策
企画課、行政管
理課)

新システムの開発

7-1-2-1

平成25年度まで
に、災害対応、
健康危機対応の
業務継続計画の
策定を支援

さまざまな危機的状況を想定した業務継続計画
（BCP) 等の策定に係る全庁的な取り組みを推
進します。

232所属の管理職に
試行

新たな勤務評定制度を導入し、その結果をキャ
リアプログラムや研修などに反映していくことに
より、職員の人材育成を推進します。

7-1-2-2

平成25年度から
運用開始

情報システム最適化計画にもとづくオープン化
の一環として、新たな財務会計システムを導入し
ます。その際、実施計画・行政評価と、予算・決
算、施策の進捗状況や財政情報の開示までが
一連の流れで行える形にすることにより、PDCA
サイクルの確立及び市民にわかりやすい情報の
開示を目指します。

7-1-2-1

医療センターの
一部を除く232所
属（H23.2.1現在）
にて、管理職か
ら試行を開始。
平成25年度には
非管理職に拡大

全所属の管理職へ
の試行を行うべく庁
内調整を行ったが、
抜本的見直しをする
ことを決めた。

232所属の全職員に
試行

－

業務調査等が完了業務調査等が完了
業務継続計画（２種
類）を策定

変更なし

当初予定では24年度から管理職を対象
として全庁的な試行を行う予定であった
が、庁内調整の段階で職場の負担が大
きすぎるとの指摘があった。そこで、抜本
的に内容を見直すこととする。

25年度中に、災害時等に実施する必要
のある業務を含めた業務選定を支援し、
ＢＣＰを策定する予定である。

24年度でシステム開発は完了し、26年度
予算編成事務より本稼働する。

－
結果の検証・改善案
作成

新システムの開発
実施計画・予算編成
作業から稼働

変更なし
進捗状況・財政情報
を市のHP等に掲載

実施計画進捗状況・
財政情報等を市の
HP等に掲載
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

小学校給食等の委託化事業 (保健体育課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

財務会計システムの導入事業
＜再掲＞

(財政課、政策
企画課、行政管
理課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

本庁舎１階の窓口業務改善事
業

(管財課、戸籍
住民課、国民健
康保険課、国民
年金課)

市役所の顔ともいえる本庁舎１階（戸籍住民課、
国民健康保険課、国民年金課）の窓口サービス
の向上を図るため、業務の分析や職員・市民の
動線調査、市民アンケート等を踏まえて改善案
を策定し、レイアウトの改善や案内表示の充実、
発券機の導入等を行います。

2 校 1

7-1-2-4

平成25年度レイ
アウト改善完了

2 校給食調理業務を直営で行っている小学校の調
理室を衛生管理の向上及び児童数増加への対
応のために改修・増築し、あわせて民間委託を
実施します。（事業費は、委託料、設備、工事費
の合計）

7-1-2-3

平成25年度から
運用開始

改善案の策定完了

校

新システムの開発
情報システム最適化計画にもとづくオープン化
の一環として、新たな財務会計システムを導入し
ます。その際、実施計画・行政評価と、予算・決
算、施策の進捗状況や財政情報の開示までが
一連の流れで行える形にすることにより、PDCA
サイクルの確立及び市民にわかりやすい情報の
開示を目指します。

7-1-2-2

委託実施校数 2 校 2 校

計画どおり民間委託化が実施できてい
る。
平成25・26年度計画は、校舎の耐震工事
計画に伴い変更を行った。

事業は計画どおり着実に進捗している。
今後、25年度はカウンター等の入れ替え
や発券機等の導入、案内表示やレイアウ
ト変更に伴う改修修繕を行い、事業の完
了を進めていく。

当初の計画どおり、事業者選定、基本・
詳細設計を行った。
25年度中に、システム導入を行い、実施
計画・行政評価と、予算・決算、施策の進
捗状況等を行えるようにすることを目指
す。

新システムの開発
実施計画・予算編成
作業から稼働

変更なし
進捗状況・財政情報
を市のHP等に掲載

実施計画進捗状況・
財政情報等を市の
HP等に掲載

改善案の策定
レイアウト変更等の
完了

変更なし

3 校
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定(計画）どおり進んでいない】

保健と福祉の総合相談窓口事
業＜再掲＞

(地域福祉課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

介護保険料コンビニ収納導入
事業[特別会計]＜再掲＞

(介護保険課)

【予定(計画）どおり進んでいない】

使用料・手数料の見直し (財政課)

7-1-3-1

料金改定項目数 18 項目

公平・適正な受益者負担の観点から、料金設定
の妥当性を検証し、必要により各課で料金の見
直しに取り組みます。

7-1-3-1

普通徴収対象の第１号被保険者（65歳以上）が
自宅から少しでも近い場所で介護保険料を納付
できるように、コンビニエンスストアに収納業務を
委託し、利便性と収納率の向上を図ります。

システム改修完了

10,000 件

7-1-2-4

相談件数 2,000 件 965 件 8,000 件

－

高齢者、障害者、児童など、さまざまな要因が重
複した相談にワンストップで対応するため、保
健・福祉の横断的な総合相談窓口を設置しま
す。

0 項目 5 項目 5 項目

システム改修完了
コンビニエンスス
トアでの収納件
数

－

件

使用料・手数料の適正化にかかる基準
等について、他市調査を実施した。調査
結果を踏まえ、使用料・手数料の適正化
基準などを検討するとともに、現行料金
の妥当性について検証を行い、必要に応
じ料金改定の準備を進める。

計画どおり、24年度にシステム改修を完
了した。
25年度第１期納付書（６月発送）から、納
付書及び督促状をコンビニ支払い対応
用紙に変更し、コンビニ収納を開始した。

平成24年度の相談件数は近隣市等の実
績を参考に設定したが、実績は想定より
少なかった。今後とも、庁内や地域等へ
の事業の周知活動を積極的に実施す
る。なお、相談対象は現役世代が中心と
なり、当初の想定どおりとなった。

30,500 件 30,000 変更なし

－

－

32,100 件
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平成24～26年度実施計画進捗管理表

事業の進捗状況
計画 実績 計画 変更後 計画 変更後

事業名
目標

(     )変更後

平成24年度 平成25年度 平成26年度

【予定（計画）どおり進んでいる】

財務会計システムの導入事業
＜再掲＞

(管財課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

本庁舎整備事業 (管財課)

【予定（計画）どおり進んでいる】

国家公務員船橋体育センター
跡地の活用事業

(政策企画課)

7-1-3-2

予定の工事の完了

基本・実施設計完了
測量・地質調査完了

財務省が所有する行田の国家公務員船橋体育
センター跡地を取得して、喫緊の課題となってい
る福祉施設等の整備を行うとともに、災害時の
活動拠点機能を備えた多目的広場を整備する
など、「みどりにつつまれた福祉と防災の拠点づ
くり」を進めます。

7-2-1-2

平成25年度に全
体用地の取得と
造成工事を完了

情報システム最適化計画にもとづくオープン化
の一環として、新たな財務会計システムを導入し
ます。その中に、財産管理に関する機能を組み
入れ、活用することにより、市有財産全体の情
報を整理して、資産の有効活用や不要資産の売
却等を促進します。

7-1-3-2

庁舎更新計画に
もとづき、改修工
事を実施

平成26年度から
運用開始

新システムの開発 変更なし

全体基本設計の完
了
造成等詳細設計の
完了

特別会計による用
地先行取得の完了
造成等工事の完了

－

竣工から30年目を迎えた市役所本庁舎の設備
機器を改修計画に沿って順次更新することによ
り、本庁舎機能の維持及び利用者の利便性向
上を図ります。

24年度まで事業は計画どおり着実に進
捗している。今後も各年度の予定する工
事の完了を進めていく。

26年度から予定される本稼働に向けて、
財産規則を作成するため、関係所管課と
協議を行っている。　また、各データの移
行等、準備について計画どおり進めてい
る。

24年度は予定どおり設計が完了した。
25年度は用地取得及び解体造成工事を
実施し、その後は整備予定施設の所管
課において事務を進めていく。
なお、用地取得については、整備スケ
ジュール等を精査した結果、特別会計で
の取得ではなく、一般会計で取得するこ
ととした。

変更なし新システムの開発
財産データの整理、
セットアップ

システムを活用した
財産管理を開始

予定の工事の完了 予定の工事の完了 変更なし 予定の工事の完了 変更なし
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